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コンピュータ時代に思うこと 岐阜大学長 黒木登志夫 

　コンピュータが研究室に入ってきたのは

1990年代のはじめの頃だったと思う。確か

120万円位したと思うが、小さい箱形のマック

が研究室に入った。しかし、パソコンがそばに

ありながら、私は触ろうともしなかった。1995年

に『がん遺伝子の発見』という本を書いたが、

原稿はすべて使い慣れた0.9mm、B2の速記

用シャープペンによる手書き、それを秘書がワ

ープロに入力した。 

　1996年の春、東大を定年になったとき、とう

とう自分でコンピュータをしなければならなくな

った。60の手習いである。それから6年余、あ

っという間にコンピュータに使われる身になっ

てしまった。いまでは、コンピュータでないと文

章が書けないし、E-mailがないと仕事になら

ない。 

　2000年に日本癌学会を主催したとき、できる

限り電子化を行った。6,000人が参加し、2,800

題の演題が発表されるというマンモス学会で

ある。演題はホームページで受け付け、依頼

状などはすべてE-mailを使う、などかなり徹

底して電子化を進めた。応募演題2,813題中

従来の紙による演題はわずか7題にすぎなか

った。電子化は予算節減という点でも大きか

った。総計で2,000万円は節約できたと思う。 

　大学は会議が多く、しかもその資料がすべ

て紙で出てくる。着任したときに、電子化しよう

と提案したが、まだできないでいる。とりあえず、

会議資料は中央のファイルに保存し、委員は

いつでもアクセスできるようにしたい。将来は、

会議の際、それぞれの前にパソコンを置き、完

全なペーパーレスにしたいと思っている。 

　学生に対するIT教育も大切である。現在、

入学時に全員にメールアドレスを与えている。

語学の教育にも、レポートを調べるにしても、コ

ンピュータは欠かせない。大学内には学生が

自由に使えるパソコンが相当数あるが、まだま

だ不十分である。しかし、パソコンが普及する

と別な問題が起こってきた。友人のレポートを

コピー・ペーストする。あるいはホームページの

記載をコピーして、レポートにする者が現れた。

インターネットの情報の中には、かなり怪しげな

ものも混じっている。それを見分けるのは、結

局は社会と学問に対する理解がなければなら

ない。電子化の時代であるからこそ、深い理解

と洞察力が求められている。基本的なことは、

いつの時代でも変わらないし、変わるべきでは

ない。 

岐大のいぶき　2



地域と大学 地域と大学 

地域のニーズと大学のシーズをつなぐ産官学融合センター 

　
「
岐
阜
大
学
の
知
」
を
活
用
す
る
場
を

広
め
、産
・
官
・
学
の
連
携
を
よ
り
積
極
的

に
推
進
す
る
た
め
、そ
の
要
と
し
て
産
官
学

融
合
セ
ン
タ
ー
が
昨
年
の
八
月
一
日
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
初
代
の
セ
ン
タ
ー
長

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
八
嶋
教
授
に
、セ

ン
タ
ー
の
機
能
や
特
色
、岐
阜
大
学
の
法
人

化
と
の
関
係
、さ
ら
に
そ
れ
を
踏
ま
え
た
今

後
の
展
望
や
抱
負
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

        　
こ
の
度
、地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
が
母

体
と
な
っ
て
産
官
学
融
合
セ
ン
タ
ー
が
発

足
し
ま
し
た
が
、何
が
こ
れ
ま
で
と
大
き
く

変
わ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
 

八
嶋
‥
従
来
の
地
域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー

と
バ
ー
チ
ャ
ル
シ
ス
テ
ム
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
 

（
V
S
L
）が
統
合
し
、新
し
い
組
織
と
な

り
ま
し
た
。こ
の
統
合
に
よ
り
、従
来
の
地

域
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て
き
た「
大

学
と
地
域
を
結
び
つ
け
る
リ
エ
ゾ
ン
機
能
」、

V
S
L
が
果
た
し
て
き
た「
大
学
シ
ー
ズ
を

用
い
て
企
業
化
促
進
を
図
る
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
能
」
が
一つ
に
な
る
と
と
も
に
、総

務
部
研
究
協
力
課
職
員
を
セ
ン
タ
ー
内
に

配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
契
約
事
項
に

関
す
る
大
学
の
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
を
お

約
束
す
る
契
約
事
務
機
能
」
も
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら

三
つ
の
機
能
に
加
え
て
、「
大
学
の
知
的
財

産
の
発
掘
・
管
理
・
技
術
移
転
を
促
進
す
る

T
L
O
機
能
」
を
新
た
に
設
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
形
成

し
て
い
き
ま
す
。
T
L
O
機
能
の
組
織
設

計
に
つ
い
て
は
、現
在
検
討
中
で
す
。本
セ
ン

タ
ー
は
、産
官
学
連
携
に
つ
い
て
学
内
外
か

ら
の
相
談
に
対
し
て
対
処
で
き
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
・
ウ
ィ
ン
ド
ゥ（
総
合
相
談
窓
口
）の
形
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

　
産
官
学
連
携
に
関
す
る
事
柄
の
す
べ
て

は
本
セ
ン
タ
ー
が
窓
口
で
す
。
岐
阜
大
学
の
 

”よ
ろ
ず
相
談
所
“と
し
て
お
気
軽
に
ご
利

用
下
さ
い
。 

 　
セ
ン
タ
ー
の
発
足
は
、国
立
大
学
の
独
法

化
も
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
と
の
か
か
わ
り
や
独
法
化
後
に
は
さ

ら
に
何
が
変
わ
る
の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
 

八
嶋
‥
大
学
の「
知
」
を
有
効
に
活
用
し
、

産
学
官
の
連
携
の
も
と
地
域
の
活
性
化
と

大
学
の
外
部
資
金
獲
得
が
必
要
で
す
。こ

の
趣
旨
の
も
と
、文
部
科
学
省
で
は
来
年

度
の
概
算
要
求
と
し
て
数
十
の
大
学
に「
知

的
財
産
本
部
」
を
設
置
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。独
法
化
後
の
大
学
組
織
の
中

で
は
非
常
に
重
要
な
組
織
と
な
り
ま
す
。

文
部
科
学
省
が
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
、学
長

も
し
く
は
副
学
長
の
も
と
、共
同
研
究
セ
ン

タ
ー
と
研
究
協
力
課
と
連
携
を
と
る
と
い
っ

た
も
の
で
す
。本
学
の
セ
ン
タ
ー
は
、文
部
科

学
省
の
描
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
は
異
な
り
、四

つ
の
機
能
を
融
合
し
た
斬
新
な
も
の
で
す
。

独
創
的
な
知
的
財
産
本
部
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。 

独
法
化
後
は
、T
L
O
機
能
を
内
部
に
組

織
し
、「
知
の
創
出
」↓「
知
的
財
産
化
」↓

「
知
的
財
産
に
よ
る
外
部
資
金
獲
得
」↓「
新

た
な
る
知
の
創
出
」と
い
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・

サ
ー
ク
ル
の
構
築
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。 

 　
こ
う
し
た
セ
ン
タ
ー
は
本
学
だ
け
の
も
の

で
し
ょ
う
か
？
 

八
嶋
‥
本
学
だ
け
の
組
織
で
す
。
本
年
度

の
全
国
共
同
研
究
セ
ン
タ
ー
長
会
議
で
も

紹
介
し
、独
創
的
で
先
行
的
な
取
組
と
し

て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。 

 　
初
代
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
の
抱
負
を
お

願
い
し
ま
す
。
 

八
嶋
‥
産
官
学
融
合
セ
ン
タ
ー
は
、英
語
名（

C
ollaborative 

C
enter 

for 
A
cadem

y/ 
Industry/G

overnm
ent

）に
も
あ
り
ま
す

よ
う
に
、「
産
業
界
、行
政
及
び
大
学
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」を
目
指
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

三
者
は
、チ
ー
ム
や
パ

ー
ト
ナ
ー
と
い
っ
た
水

平
的
協
力
関
係
を
保

ち
、持
続
的
な
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
共
創（
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
）す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、地
域
の

活
性
化
に
寄
与
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、先
生

方
の
研
究
開
発
と
知

的
財
産
創
出
の
た
め
に
、

い
ろ
い
ろ
な
お
手
伝
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

　
学
外
の
皆
様
方
に

関
し
て
は
、大
学
に
お

け
る
シ
ー
ズ
や
教
官

情
報
を
「
顔
が
見
え

る
情
報
」と
し
て
加
工・

更
新
し
な
が
ら
ご
提

供
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
設
立
趣

旨
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、「
セ
ン
タ
ー
に

行
け
ば
、何
で
も
揃
っ
て
い
る
」、と
い
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
・
ウ
ィ
ン

ド
ウ
」を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

「
地
域
の
活
性
化
な
く
し
て
、岐
阜
大
学
の

活
性
化
は
あ
り
得
な
い
」こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、産
官
学
融
合
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
は

活
動
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
方
、ど
う

ぞ
岐
阜
大
学
を
ご
利
用
下
さ
い
。
岐
阜
大

学
の
教
職
員
の
皆
様
、ど
う
ぞ
産
官
学
融

合
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
下
さ
い
。
皆
様
方
か

ら
の
お
問
い
合
わ
せ
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。 

 聞
き
手
　
安
田
孝
志（
編
集
委
員
長
） 

 

3　岐大のいぶき

リエゾン機能（地域共同研究センター） 
○学内の協力体制 
　学外ニーズと学内シーズの橋渡しをして、技術相談
や共同研究等の推進を図ります。この実務には、産官
学からのコーディネーターが大学職員との連携によっ
て対応します。 

インキュベーション機能（ＶＳＬ） 
○大学の成果や資源を活用 
○将来の起業（VB）を結びつける　 
　学内の研究成果の実用化を促進します。具体的には、
ＶＳＬ内施設の利用と学内研究助成に基づく研究を
支援します。 

ＴＬＯ機能（予定）（地域共同研究センター） 
○特許取得、ライセンス等の取得 
○コンサルティング・ネットワークの形成 
　学内の知的財産のライセンシングとそれに基づく技
術相談と技術移転を推進します。また、学内外への特
許教育の充実を図ります。 

契約事務機能（研究協力課） 
○法務・会計実務等 
○契約事項に関する大学の迅速・柔軟な対応 
　共同研究等の契約や学内研究助成制度の事務を
扱います。上記３機能との連携を密にして、契約等の
事務の迅速化を図ります。 

▲八嶋　厚　産官学融合センター長 
　工学部社会基盤工学科教授 

産官学融合センター 

連携 

ニーズ 

シーズ 

ベンチャー 

産業界（中小企業含む） 

情報交換等 

国・地方公共団体、 
JST、他のTLOとの 
ネットワーク 

コンサルタント、 
目利き人材、 
弁理士、弁護士 

リエゾン機能 

契約事務機能 TLO機能 

インキュベーション機能 



岐
大
発
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
技
術 

　
革
新
的
新
素
材
”カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ク
ロ
コ
イ
ル
／
ナ
ノ
コ
イ
ル
（
C
M
C
）
“ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

                          

　
私
達
に
快
適
で
豊
か
な
生
活
を
も

た
ら
し
て
く
れ
る
科
学
技
術
の
発
展

に
は
、種
々
の
高
度
機
能
を
持
つ
新
素

材
の
開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
。
素
材
・

材
料
に
は
、粉
末
、薄
膜
、フ
ァ
イ
バ
ー
、

バ
ル
ク
な
ど
種
々
の
形
態
の
も
の
は
あ

る
が
、生
命
体
（
D
N
A
）の
基
本
構

造
で
あ
る
3
D
│
ヘ
リ
カ
ル
／
ら
せ
ん

状
の
も
の
は
な
い
。我
々
の
研
究
室
で
は
、

一
九
八
九
年
、C
V
D（
化
学
気
相
合
成
）

に
よ
る
新
素
材
の
研
究
の
中
で
、偶
然

に
も
こ
れ
ま
で
の
材
料
に
は
全
く
な
い

3
D
│
ヘ
リ
カ
ル
／
ら
せ
ん
構
造
を
持

つ
窒
化
ケ
イ
素
フ
ァ
イ
バ
ー（S

i
3N

4

）を

発
見
〔N

ature, 339, 179

（1989

）〕

し
、
翌
年
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ク
ロ
コ
イ
ル
 

（
C
M
C
）の
合
成
に
も
成
功
し
た
。
現

在
、C
M
C
を
中
心
と
し
た
ヘ
リ
カ
ル

／
ら
せ
ん
構
造
物
質
の
世
界
拠
点
と

し
て
研
究
開
発
を
進
め
て
い
る
。こ
の

研
究
に
対
し
て
こ
れ
ま
で
外
部
か
ら

導
入
さ
れ
た
研
究
費
は
約
四
億
円
、

予
算
化
さ
れ
た
金
額
で
は
十
二
億
を

超
え
る
。 

　
一
九
九
七
年
に
は
、C
M
C
の
研
究

発
表
・
情
報
交
換
の
た
め
に
カ
ー
ボ
ン

マ
イ
ク
ロ
コ
イ
ル（
C
M
C
）研
究
会
を

設
立
し
た
。
法
人
会
員
は
多
種
多
様

な
企
業
・
団
体
か
ら
六
十
社
以
上
、毎

回
百
名
以
上
の
参
加
者
が
あ
り
、外

国
か
ら
の
参
加
者
も
含
め
て
活
発
な

研
究
発
表
・
討
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、二
〇
〇
二
年
に
は
、科
学
技

術
交
流
財
団
及
び
名
工
大
に
C
M
C

応
用
研
究
会
が
設
置
さ
れ
た
。こ
の
よ

う
な
単
一
材
料
に
対
す
る
研
究
会
は
、

世
界
的
に
も
例
が
な
く
、
非
常
に
注

目
さ
れ
て
い
る
。 

　
一
九
九
九
年
に
は
、カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ク

ロ
コ
イ
ル（
C
M
C
）の
実
用
化
の
た
め
、

全
国
八
大
学
教
官
の
共
同
出
資
に
よ

る
シ
ー
エ
ム
シ
ー
技
術
開
発（
株
）を
設

立
し
、岐
阜
大
学
発
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
技

術
、世
界
オ
ン
リ
―
ワ
ン
技
術
と
し
て
、

新
産
業
創
生
を
目
指
し
て
日
夜
努
力

し
て
い
る
。 

 ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
 

未
来
を
ひ
ら
く
 

　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー（
超
微
細
技
術
）

と
は
、情
報
通
信
、環
境
、ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
、材
料
な
ど
、広
範
な
分
野
に
わ
た

る
横
断
的
・
融
合
的
か
つ
総
合
的
な
科

学
技
術
で
あ
り
、二
十
一
世
紀
の
新
産

業
革
命
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。ナ
ノ
メ
ー

ト
ル（
十
億
分
の
一
）ス
ケ
ー
ル
で
原
子
・
分

子
を
操
作
し
た
り
、物
質
の
構
造
や
配

列
を
創
造
・
制
御
す
る
こ
と
に
よ
り
、こ

れ
ま
で
の
材
料
で
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

全
く
新
し
い
新
規
か
つ
高
度
の
機
能
を

持
っ
た
材
料
の
創
生
、シ
ス
テ
ム・
技
術
の

構
築
が
可
能
と
な
り
、新
し
い
二
十
一
世

紀
を
ひ
ら
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 生
命
体
が
お
手
本
 

　
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
原
点
・
手
本
は
、

生
命
体
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
私

た
ち
身
体
は
、極
め
て
精
巧
な
マ
イ
ク
ロ

マ
シ
ン
、こ
れ
は
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
永

遠
に
達
し
得
な
い
究
極
の
目
標
で
も
あ

る
。自
然
の
創
造
主（
神
）が
創
っ
た
こ
の

究
極
の
目
標
に
向
か
っ
て
、研
究
者
は
日

夜
研
究
に
没
頭
し
て
い
る
。一
歩
で
も
神

に
近
づ
き
、人
類
に
幸
せ
を
も
た
ら
す

た
め
に
。 

 生
命
体
の
原
点
は
D
N
A
 

　
D
N
A（
遺
伝
子
）は
右
巻
き
二
重

工
学
部
応
用
化
学
科
　 

　
　
　
　
　
元
島
栖
二 

大宇宙や大自然には渦巻きがいっぱい、 
私達の身体も“うずまき／らせん構造” 

 

▲渦巻き銀河星 ▲巻貝 
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ら
せ
ん
構
造
を
、ま
た
、た
ん
ぱ
く
質
は

右
巻
き
一
重
ら
せ
ん
構
造
を
と
る
こ
と

に
よ
り
、遺
伝
情
報
を
後
世
に
伝
え
、我
々

の
体
を
維
持
し
て
い
る
。
情
報
通
信
の

担
い
手
で
あ
る
電
磁
波
、私
た
ち
の
意

識
や
思
い（
気
）も
、ヘ
リ
カ
ル
構
造
を
持

つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
波
で
あ
り
、こ
れ
が
ヘ
リ
カ

ル
構
造
を
し
た
D
N
A
に
作
用
す
る
。

生
命
体
の
原
点
は
D
N
A
で
あ
り
、

D
N
A
に
よ
り
す
べ
て
が
支
配
さ
れ
て

い
る
。D
N
A
の
原
点
は
二
重
ら
せ
ん
構

造
で
あ
る
。 

 D
N
A
と
同
じ
構
造
を
持
つ
 
 

カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ク
ロ
コ
イ
ル
 

（
C
M
C
）
 

そ
の
多
様
な
応
用
 

―
C
M
C
が
新
し
い
未
来
を
ひ
ら
く
―
 

　
ア
セ
チ
レ
ン
を
触
媒
存
在
下
、七
五

〇
│
八
〇
〇
°C
で
熱
分
解
す
る
こ
と
に

よ
り
得
ら
れ
る
カ
ー
ボ
ン
マ
イ
ク
ロ
コ
イ

ル（
C
M
C
）は
、D
N
A
と
同
じ
二
重

巻
き
ら
せ
ん
構
造
を
持
つ
新
炭
素
繊
維

で
あ
る
。カ
ー
ボ
ン
コ
イ
ル
に
電
磁
波
が

あ
た
る
と
、フ
ァ
ラ
デ
ー
の
法
則
に
従
い

電
磁
波
を
吸
収
し
、誘
導
起
電
力
・
誘

導
電
流
を
発
生
し
、最
終
的
に
電
磁
波

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
え
て

し
ま
う
。
特
に
ギ
ガ
ヘ
ル
ツ
領
域
の
マ
イ

ク
ロ
波
を
ほ
ぼ
百
%
吸
収
で
き
る
。ま
た
、

人
口
皮
膚
感
覚
セ
ン
サ
ー
、マ
イ
ク
ロ
セ

ン
サ
ー
・
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
、マ
イ
ク
ロ
デ
バ

イ
ス
、エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
材
、水
素
吸
蔵
材
、

キ
ラ
ル
触
媒
な
ど
、多
様
な

応
用
が
可
能
な
革
新
的
新

素
材
で
あ
る
。 

▲代表的なカーボンマイクロコイル（コイル径は約5ミクロン） 

 

▲同心円状に巻いたカーボンコイル 

“うずまき・らせん”構造のもたらす輝かしい未来 

　渦巻き銀河、太陽や地球の動き、テレビ･ラジオ･携帯電話･電子レンジなどに使われる電磁波、つる性植物性
や巻貝、あるいは私たち生命体を構成しているＤＮＡ（遺伝子）やたんぱく質など、多くのものが渦巻き・らせん構
造をしている。自然の創造主（神）は様々な渦巻き・らせん構造をつくりあげた。しかし人類はこれまで、科学技術
が高度に進歩した２０世紀にも、このような構造物（材料）を作ることができなかった。２１世紀に入り、我々はよう
やく渦巻き・らせん構造をした革新的新材料“カーボンマイクロコイル（CMC）”を作ることに成功した。人類は、
ようやく神の領域に踏み込むことができ、輝かしい未来が開けようとしている。科学技術の高度の進歩をもたらし
た多くの偉大な発明･発見は、“偶然”見出されたものが多い。また“失敗”の中から偉大な発見をし、ノーベル
賞に輝いた人もある。誰にでも偉大な発明･発見のチャンスは十分ある。 
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や
り
た
い
こ
と
は
何
で
も
や
ろ
う
！ 

　
―
イ
タ
リ
ア
美
術
史
か
ら
ダ
ン
ス
、音
楽
、絵
画
、オ
ブ
ジ
ェ
、映
像
ま
で
―
　
　
　
　 

        　
私
は
学
部
の
三
年
か
ら
イ
タ
リ
ア
美

術
の
研
究
を
始
め
て
、一
九
八
五
年
、大

学
院
の
と
き
に
イ
タ
リ
ア
へ
留
学
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
イ
タ
リ
ア
美
術
を
、図
版

を
見
な
が
ら
、と
い
う
こ
と
は
、本
物
を

見
な
い
で
、研
究
し
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。

今
か
ら
思
う
と
、そ
れ
は
研
究
と
呼
べ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

　
実
際
、イ
タ
リ
ア
に
行
く
と
、美
術
に

対
す
る
こ
れ
ま
で
の
考
え
方
が
大
き
く

変
わ
っ
た
。
美
術
は
、図
版
に
収
め
き
れ

る
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、都
市
、建
築
、

生
活
の
全
体
と
密
接
に
か
か
わ
る
も
の

だ
っ
た
。
不
思
議
な
こ
と
に
、日
本
で
は

そ
う
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
に
、う
か
つ

に
も
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま

た
美
術
は
、音
楽
や
演
劇
、ダ
ン
ス
、文
学
、

映
画
な
ど
、芸
術
の
ほ
か
の
ジ
ャ
ン
ル
と

も
つ
な
が
っ
て
い
た
。
美
術
だ
け
を
研
究

す
る
、そ
ん
な
こ
と
は
意
味
が
な
い
と
思

っ
た
。 

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
芸
術
家
は
、建

築
か
ら
彫
刻
、工
芸
、絵
画
は
言
う
ま

で
も
な
く
、音
楽
を
た
し
な
み
、俳
優
を

つ
と
め
、詩
も
書
け
ば
、論
文
も
執
筆
す

る
。万
能
の
天
才
は
ひ
と
り
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ・ヴ
ィ
ン
チ
に
か
ぎ
ら
な
い
こ
と
を
知
り
、

大
き
な
シ
ョッ
ク
を
受
け
た
。と
同
時
に
、

私
は
深
い
解
放
感
を
も
味
わ
っ
た
。 

　
と
い
う
の
は
、日
本
で
は
、専
門
に
集

中
せ
よ
、二
兎
を
追
う
も
の
は
一
兎
を
も

得
ず
と
忠
告
さ
れ
、い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

手
を
出
す
と
、器
用
貧
乏
な
ど
と
評
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、そ
れ
が

間
違
っ
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
。
け
れ
ど

も
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
、そ
し
て
や
れ

る
こ
と
な
ら
何
で
も
、ど
ん
ど
ん
や
れ
ば

い
い
、そ
う
励
ま
さ
れ
た
よ
う
な
気
が
し

た
。 

　
日
本
に
帰
っ
て
か
ら
、私
は
、専
門
の

学
術
論
文
だ
け
で
な
く
、美
術
や
ダ
ン

ス
の
評
論
も
書
き
、そ
し
て
書
く
だ
け

で
な
く
、「
幻
想
工
房
」
と
い
う
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
集
団
を
結
成
し
て
、実
際
に
、ダ

ン
ス
の
振
り
付
け
や
美
術
作
品
の
制
作

に
取
り
か
か
っ
た
。一
九
九
四
年
の
こ
と

で
あ
る
。 

　
そ
の
と
き
、私
に
と
っ
て
重
要
だ
っ
た

の
は
、「
芸
術
の
場
所
」
だ
っ
た
。
ど
ん
な

に
い
い
作
品
で
も
、場
所
が
悪
け
れ
ば
、

場
所
と
マ
ッ
チ
し
て
い
な
け
れ
ば
、死
ん

で
し
ま
う
。
そ
れ
も
イ
タ
リ
ア
で
学
ん

だ
こ
と
だ
っ
た
。そ
こ
で
ま
ず
私
は
芸
術

の
場
所
探
し
を
始
め
た
。そ
う
い
う
目

で
見
て
い
く
と
、ふ
だ
ん
見
慣
れ
て
い
た

な
ん
で
も
な
い
風
景
が
急
に
魅
力
的
に

見
え
始
め
た
。
私
の
仕
事
場
で
あ
る
大

学
で
す
ら
、そ
う
で
あ
っ
た
。 

　「
幻
想
工
房
」の
最
初
の
活
動
は
、「
失

わ
れ
た
形
態
の
た
め
の
習
作
」と
い
う
ダ

ン
ス
公
演
で
、こ
れ
は
大
学
附
属
図
書

館
の
中
庭
で
行
っ
た
。
続
く
ダ
ン
ス
公
演

や「
幻
聴
音
楽
会
」
と
題
し
た
コ
ン
サ
ー

ト
は
、神
社
や
森
の
中
で
開
催
し
た
。「
幻

聴
音
楽
会
」と
い
う
の
は
、演
奏
家
が
姿

を
隠
し
、ど
こ
か
ら
と
も
な
く
音
楽
が

聞
こ
え
て
く
る
と
い
う
、一
風
変
わ
っ
た

音
楽
会
で
あ
る
。こ
れ
は
、そ
の
後
、舞

台
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
場
、廃
屋
、公
園
、

草
原
な
ど
に
移
し
な
が
ら
、そ
の
場
所

な
ら
で
は
の
音
楽
を
追
求
し
て
い
る
。一

九
九
七
年
に
は
、「
ロ
ー
ド
・ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

グ
展
」（
岐
阜
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
温
）、「
退
場

人
物
展
」（
大
阪
・
光
の
教
会
）と
題
し

た
絵
画
展
、二
〇
〇
二
年
の「
野
村
幸

弘
と
幻
想
工
房
の
世
界
展
」（
岐
阜
・
ギ

ャ
ラ
リ
ー
な
う
ふ
）で
は
、約
三
十
点
の

オ
ブ
ジ
ェ
作
品
の
展
示
と
、第
十
六
回
幻

聴
音
楽
会
「
庭
園
の
音
楽
」
及
び
映
像

作
品
の
上
映
会
を
行
っ
た
。 

　
最
近
は
、「
場
所
の
音
楽
」
と
名
づ

け
た
映
像
作
品
の
シ
リ
ー
ズ
や
、他
の

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
映
像
作
品
を
数
多
く
手
が
け

て
い
る
。そ
の
ほ
か
毎
月
一
回
、異
な
る

ジ
ャ
ン
ル
の
芸
術
家
や
、現
代
芸
術
に

関
心
の
あ
る
人
た
ち
の
交
流
の
場
と

し
て
、「
岐
阜
大
学
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
教
育
学
部
美
術
棟
の
中
庭
で
開
い

て
い
る
。
中
部
・
東
海
地
方
初
の
芸
術

批
評
誌
『
R
E
A
R
』の
創
刊
も
果
た

し
た
。今
年
は
、イ
タ
リ
ア
美
術
史
を
映

像
作
品
と
し
て
表
現
す
る
仕
事
に
取
り

組
も
う
と
考
え
て
い
る
。 

 

教
育
学
部 

美
術
教
育
講
座 

　
　
　
野
村
幸
弘 
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ロード・ペインティング展 
1997.4.27～5、1　岐阜・ギャラリー温 
場所を移動しながらストーリーが展開していくロード・ムーヴィーのように、
展覧会場の画廊までの道のりで見た風景を描く絵画シリーズ。 
 

第9回幻聴音楽会「草原の音楽」 
1998.5.31　岐阜・川島町 
木曽川河川敷の大草原を舞台に、手作り楽器のアンサンブル、草むらに転が
っているドラム缶の即興演奏、そして遠くから勇壮に行進してくる音楽隊・・・。 
 

退場人物展 
1997.10.27～11.3　大阪・光の教会 
ヨーロッパの宗教絵画から聖なる登場人物をすべて取り去って描き、
現代における宗教図像を提示した絵画シリーズ。 
 

「失われた形態のための習作III－略殺喪神譚」 
1996.4.27　岐阜・伊奈波神社 
神社の神門や石段を舞台に見立て、日本美術の中に表現されている
過去の日本人の姿をもとに、ダンスの振り付けを行った。 

野村幸弘と幻想工房の世界展 
2002.8.21～9.8　岐阜・ギャラリーなうふ 
身近にある廃材を用いて、芸術のための場所を表現したオブジェ作品 
「PLACE」。 
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と
見
え
た
ら
、た
ち
ま
ち
分
か
る
。
そ
し
て
、そ
の

後
で
論
理
が
瞬
時
に
組
み
立
て
ら
れ
る
。
そ
れ
を

文
字
や
数
式
に
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
だ
け
で

あ
る
。
そ
の
差
し
込
む
光
を
情
緒
と
い
う
、と
い
う

の
が
学
問
上
の
発
見
に
つ
い
て
の
藤
原
氏
の
講
演

概
要
で
あ
っ
た
。
 

　
自
分
の
や
っ
て
い
る
の
は
作
業
で
あ
っ
て
研
究
と

は
程
遠
い
と
毎
日
嘆
い
て
い
る
私
に
は
、諦
め
て
学

問
か
ら
手
を
引
け
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

し
か
し
、妙
に
気
に
な
る
内
容
で
、頭
の
ど
こ
か
に

し
っ
か
り
と
焼
き
付
い
て
し
ま
っ
た
。
 

　
岡
氏
は
、フ
ラ
ン
ス
留
学
中
数
学
の
論
文
は
全

く
書
け
な
か
っ
た
そ
う
で
あ
る
が
、帰
国
後
に
ど
う

い
う
課
題
に
取
り
組
め
ば
よ
い
か
分
か
っ
た
こ
と
が

最
大
の
収
穫
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、そ
の
前
に

芭
蕉
を
勉
強
し
て
お
く
必
要
性
に
気
が
つ
い
た
と

い
う
。
芭
蕉
の
何
を
勉
強
す
れ
ば
情
緒
が
豊
か
に

な
っ
て
、数
学
上
の
発
見
に
ど
う
つ
な
が
る
の
か
、

疑
問
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
が
、も
し
俳
句
の
五

七
五
の
中
に
自
然
と
人
の
心
の
情
景
が
凝
縮
さ
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
、そ
れ
こ
そ
が
情
緒
で
あ
り
、そ

れ
を
五
感
で
、い
や
六
感
で
つ
か
み
取
れ
と
お
っ
し
ゃ

る
の
で
あ
ろ
う
。
 

　
そ
う
い
え
ば
、芭
蕉
に
は
「
山
路
来
て
な
に
や
ら

ゆ
か
し
す
み
れ
草
」
と
い
う
有
名
な
句
が
あ
る
。
例

え
ば
、こ
の
「
ゆ
か
し
さ
」
が
分
か
れ
ば
よ
い
の
で
あ

ろ
う
か
。
藤
原
氏
に
よ
る
暗
い
箱
の
中
に
差
し
込

む
光
と
は
、閃
光（
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
）の
よ
う

な
も
の
か
と
最
初
は
思
っ
た
が
、も
っ
と
穏
や
か
な

光
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と
、今
で
は
思
っ
て
い
る
。
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エッセー エッセー 

な
に
や
ら
ゆ
か
し
す
み
れ
草
 

医
学
部
　
清
水
　
弘
之
 

 　
奈
良
女
子
大
学
の
教
授
で
あ
っ
た
数
学
者
、岡

潔（
お
か
き
よ
し
）氏
は
、昭
和
三
十
五
年
に
文
化

勲
章
を
受
章
し
た
。
皇
居
で
の
授
章
式
の
折
、陛

下
が
数
学
は
ど
う
や
っ
て
す
る
の
か
と
お
尋
ね
に

な
っ
た
と
こ
ろ
、岡
氏
は
即
座
に
、情
緒
で
す
る
旨

答
え
た
そ
う
で
あ
る
。そ
の
答
え
に
、陛
下
が
「
あ
、

そ
う
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
ら
し
い
が
、果
た
し
て
そ
の

数
学
者
の
真
意
が
伝
わ
っ
た
か
ど
う
か
。
式
が
終
わ

っ
て
、新
聞
記
者
が
岡
氏
に
改
め
て
、情
緒
と
は
何

か
と
尋
ね
た
と
い
う
。
そ
れ
に
対
す
る
岡
氏
の
答

え
は
、「
野
に
咲
く
菫
が
か
わ
い
い
と
思
う
心
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
 

　
こ
の
話
は
、平
成
十
四
年
十
月
東
京
で
開
か
れ

た
第
六
十
一
回
日
本
癌
学
会
総
会
の
教
育
講
演
で

聴
い
た
。
演
者
は
お
茶
の
水
女
子
大
学
理
学
部
数

学
科
教
授
の
藤
原
正
彦
氏
で
、演
題
は
「
論
理
と

情
緒
」
。
岐
阜
大
学
長
黒
木
登
志
夫
先
生
が
座
長

で
あ
っ
た
。
数
学
上
の
発
見
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ

る
か
の
説
明
の
中
で
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有
名
な
数
学

者
の
名
前
に
混
じ
っ
て
、数
回
く
り
返
さ
れ
た
の
が

岡
潔
氏
の
名
前
で
あ
り
、岡
氏
に
ま
つ
わ
る
逸
話

の
一つ
が
前
述
の
内
容
で
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 

　
あ
る
課
題
を
一
生
懸
命
考
え
る
。
頭
の
中
で
い

ろ
い
ろ
な
考
え
が
錯
綜
す
る
の
だ
が
、な
か
な
か
ま

と
ま
ら
な
い
。
ち
ょ
う
ど
、真
っ
暗
な
箱
の
中
で
何

か
が
飛
び
回
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ

に
あ
る
種
の
光
が
差
し
込
ん
で
、そ
の
何
か
が
パ
ッ



　整形外科は人口の高齢化や文明の発達により、近
年飛躍的に需要が高くなっています。専門範囲はた
いへん広く、小児および成人の骨・関節疾患、脊椎
脊髄疾患、リウマチ疾患、骨・軟部腫瘍、手の外科、
末梢神経障害、交通事故・労働災害による外傷、ス
ポーツ障害、骨粗鬆症、リハビリテーションなどの
分野をカバーします。 
　整形外科教室では、臨床実習（ポリクリニックの
略でポリクリと呼ばれています）の5年生を対象に、
現場を重視した教育が行われています。ポリクリ中
は学生と研修医がチームを組み1日行動を共にし、整
形外科医の忙しい業務を経験します。ベッドサイド
で実際の診察技術や、治療法を学び(写真1)、創傷処
置や手術にも立ち合います。縫合などの外科系基本
手技、手術前後の全身管理、救急処置はもちろんで
すが、プラスチックモデルを用いた関節鏡手技の習
得など整形外科特有の習得項目があります（写真2）。 
　学生や研修医がすべての分野を履修できるように、
週に1回行われる教室全体のカンファレンスが重視さ
れています(写真3)。厳しい中にも明るい雰囲気があり、
めずらしい疾患や診療上重要な疾患は、学生にも理
解できるように詳しく解説されます。今後、整形外
科以外の専門科に就く学生にとっても実際の現場で
の知識は、将来非常に役立つものとなります。医療
を行う者として整形外科がすばらしいと思う点は、
機能を治す科であるので、患者さんが良くなって帰
って行く姿が目に見えてわかるということです。膝
や腰が痛くて歩けなかった人が自分の行った手術で
良くなり元気に歩いて退院していくのです。とても
やりがいのある外科系専門科であるという印象を持
つ学生も多いようです。 
　大学院は最低2年の臨床研修を終え、ある程度医師
としての診療技術を身につけた後に入学します。将
来の医療の発展を目指し、各チームに分かれて骨・
関節疾患や脊椎疾患に関連する研究、骨腫瘍の研究、
再生医学の研究、脊椎や関節のバイオメカニクスの
研究を行っています(写真4)。研究成果を世界に向け
発信しようと、日夜頑張っています。 
 
大学院医学研究科博士課程2年（外科系専攻運動器外科学）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伏見一成 

病棟回診で実際
に患者さんに触れ
る。下肢の創外固
定をベッドサイドで
学ぶポリクリ学生。 

研修医によるプラ
スチックモデルを
用いた関節鏡手
技の研修。 
 

教室全体の
カンファレン
スに参加。 

研究室の大学院
生。 
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Think global, Act local「整形外科実習」 



　トマトの生産現場に出向き、
実際の流通規模で鮮度保持
実験を行います。 

▲
 

▲
 

▲温度制御された冷蔵庫内にピーマンを貯蔵
して品質管理に関する実験を行います。 

　収穫後農産物の品質指
標となる呼吸速度をガスクロ
マトグラフィーで分析します。 

　生鮮農産物は、収穫後の時間経過と共に品質が低
下してしまいます。そこで私たちの研究室では、「流
通を科学すること」に軸足を置き、収穫後の農産物
をいかに高品質に保ったまま生産者から消費者に流
通させるかについて研究しています。農産物の品質
といっても、栄養成分、外観、堅さ、香りなど様々
な指標があります。そのため測定方法もさまざまで
あり、私たちの研究室でも、白衣を着て実験室で試
験管を片手に化学分析するグループや、流通現場で
分析機器を駆使して品質を測定するグループなどが
あり、さまざまな体験を通じて学ぶことができます。 
　この研究室の一番の苦労は、収穫後も農産物は生
きているということです。そのため、農産物の生理
現象に合わせて実験を組み立てなければならず、一
日中農産物に付きっきりで実験して、研究室で朝を
迎えることも珍しくありません。 

　研究室活動の特徴は、なんといっても教科書の内容
を覚えるだけの授業とは異なり、自分の考えを基に自
由な環境で実験して仲間や教官と議論ができるという
ことです。目的を達成するための実験方法や実験区を
自分で設定することはとても大変なことです。さらに
科学的に満足できる結果は簡単には得られません。け
れども試行錯誤の末、充分な研究成果が出たときは言
葉では表現できないくらい感動します。 
　研究室での毎日の生活は、時間を持て余していた大
学3年生までの生活と比較すると非常にハードです。
けれども常に新しい発見があり、誰もわからないこと
を発見できるので、とてもおもしろく充実した日々を
送ることができます。 
 
　　　　　　　　　　　大学院農学研究科修士課程2年　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安井文崇 
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大学生活で最も充実している研究室での活動「生産流通管理学特別研究」 



                  　
＊
こ
の
座
談
会
は
、
平
成
十
四

年
度
岐
阜
大
学
公
開
講
座
「
近

代
日
本
の
人
物
像
│
先
人
に

学
ぶ
│
」（
地
域
科
学
部
企
画
）

（
十
月
十
九
日
、
二
十
六
日
、

十
一
月
二
日
、
九
日
、
受
講

者
六
十
六
名
）
の
最
終
日
、

講
座
終
了
後
に
実
施
し
ま
し
た
。
 

林
　
‥
四
週
に
わ
た
る
公
開
講
座

へ
の
ご
出
席
、
ど
う
も
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。
こ
の
座
談

会
で
は
、
今
回
の
講
座
を
受

講
し
て
い
た
だ
い
た
き
っ
か

け
や
ご
感
想
、
ま
た
公
開
講

座
に
よ
る
大
学
の
地
域
貢
献

の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
要
望

を
お
聴
か
せ
い
た
だ
け
れ
ば

有
り
難
い
の
で
す
が
。
 

桑
原
‥
地
域
科
学
部
企
画
の
公
開

講
座
は
三
回
目
の
受
講
に
な

り
ま
す
。
最
初
は
県
の
広
報

誌
で
講
座
の
こ
と
を
知
り
、

二
回
目
か
ら
は
直
接
ご
案
内

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
退

職
後
、
放
送
大
学
の
学
生
と

し
て
学
ん
で
い
ま
す
の
で
、

今
回
の
講
座
は
生
涯
学
習
の

目
的
で
受
講
し
ま
し
た
。
 

大
野
‥
岐
阜
市
読
書
サ
ー
ク
ル
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
で
、
日
頃

か
ら
読
書
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
が
、
今
回
の
講
座
は
人
物

像
に
焦
点
を
絞
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
こ
ろ
に
関
心
を
も

ち
参
加
し
ま
し
た
。
 

村
瀬
‥
大
学
で
何
十
年
ぶ
り
か
の

授
業
を
受
け
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
子
供
た
ち
か
ら

も
大
学
で
学
ぶ
楽
し
さ
を
聞

か
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今

回
は
自
分
自
身
で
実
感
で
き

て
本
当
に
良
か
っ
た
で
す
。
 

奥
田
‥
私
も
団
体
職
員
と
し
て
勤

め
る
傍
ら
、
放
送
大
学
で
学

ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
講
座

で
は
、
先
人
の
生
き
方
を
学
び
、

感
動
す
る
き
っ
か
け
を
与
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
将
来

に
向
け
て
の
道
が
開
け
た
よ

う
な
思
い
で
す
。
 

竹
川
‥
昨
年
を
除
い
て
地
域
科
学

部
の
公
開
講
座
に
は
五
回
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

私
は
岐
阜
大
学
教
育
学
部
社

会
科
教
育
の
卒
業
生
な
の
で

す
が
、
教
養
部
時
代
の
授
業

が
と
て
も
充
実
し
て
い
て
、

地
域
科
学
部
に
移
籍
な
さ
っ

た
先
生
方
の
講
義
を
、
卒
業

後
も
折
に
触
れ
て
受
講
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
 

村
瀬
‥
こ
の
よ
う
な
機
会
に
地
元

の
大
学
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
の
は
、
と
て
も
有
り
難
い

で
す
ネ
。
一
般
的
に
、
学
問

を
す
る
場
と
い
う
こ
と
で
は

大
都
市
志
向
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
家
か
ら
通
え
る
と
こ

ろ
に
あ
る
大
学
で
学
問
さ
せ

て
い
た
だ
け
る
の
は
、
本
当

に
し
あ
わ
せ
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
 

桑
原
‥
今
年
度
の
講
座
は
受
講
者

も
多
く
て
、
熱
気
を
感
じ
ま

し
た
。
地
域
科
学
部
と
い
う

学
部
の
性
格
上
、
も
っ
と
地

元
に
学
部
の
存
在
意
義
を
宣

伝
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
機
会
を
増
や
し
て
い
た
だ

け
る
と
有
り
難
い
で
す
。
 

奥
田
‥
い
た
だ
い
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
か
ら
察
す
る
に
、
地
域
科

学
部
で
勉
強
す
る
と
、
現
代

の
社
会
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
、

自
分
自
身
の
考
え
を
鍛
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
学
問
分
野
が
光

っ
て
い
る
と
同
時
に
、
学
際

公
開
講
座
を
通
し
て
の
 

　
　
　
　
　
　
　

地
域
貢
献
 

司
　
会
：
林
　
正
子（
岐
阜
大
学
地
域
科
学
部
・
日
本
近
代
文
学
）（
地
域
科
学
部
公
開
講
座
委
員
会
委
員
長
） 

出
席
者
：
桑
原
義
男（
放
送
大
学
学
生
） 

　
　
　
　
奥
田
孝
道（
協
会
職
員
） 

　
　
　
　
村
瀬
照
代（
主
婦
） 

 　
　
　
　
 

  大
野
と
し
よ（
岐
阜
市
読
書
サ
ー
ク
ル
協
議
会
会
長
） 

竹
川
里
佐
子（
小
学
校
教
諭
） 
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座談会 座談会 



的
な
勉
強
が
で
き
る
の
が
地

域
科
学
部
の
魅
力
で
す
ネ
。
 

竹
川
‥
ま
っ
た
く
同
感
で
す
。
現
在
、

私
は
小
学
校
の
教
員
と
し
て

勤
め
て
い
ま
す
が
、
専
門
を

究
め
る
と
と
も
に
、
教
養
を

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

学
び
の
場
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
科
学
部
は
と
て
も
魅
力

的
な
学
部
で
す
。
公
開
講
座

は
私
に
と
っ
て
は
大
学
の
授

業
の
延
長
で
、
教
養
の
雰
囲

気
を
満
喫
で
き
る
の
が
最
高

で
す
。
 

大
野
‥
多
く
の
国
立
大
学
で
教
養

部
が
解
体
し
た
の
は
、
本
当

に
残
念
で
し
た
。
し
か
し
、

地
域
科
学
部
の
多
様
な
研
究

分
野
の
先
生
方
が
「
近
代
日

本
の
人
物
像
」
と
題
し
て
開

講
し
て
く
だ
さ
っ
た
今
回
の

講
座
で
は
、
先
人
の
生
き
方

を
学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
そ

の
時
代
の
社
会
や
文
化
を
学
び
、

現
代
と
い
う
時
代
に
私
た
ち

が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く

べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
、

文
字
ど
お
り
の
教
養
の
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
 

奥
田
‥
定
年
退
職
を
し
て
二
回
目

の
職
に
就
い
て
い
る
私
も
、

受
講
を
通
し
て
自
分
の
考
え

を
改
め
て
組
み
立
て
、
自
己

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の

を
有
り
難
く
思
っ
て
い
ま
す
。

以
前
は
望
ん
で
も
な
か
な
か

勉
強
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た

わ
け
で
す
が
、
先
生
方
の
講

義
を
う
か
が
う
と
と
も
に
、

聴
講
生
の
仲
間
と
も
意
見
交

換
を
し
、
交
友
の
輪
を
広
げ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
地
域
科
学

部
か
ら
全
国
に
発
信
し
て
い

た
だ
き
、
大
学
と
地
域
の
人

間
が
一
体
と
な
っ
て
、
日
本

の
進
む
べ
き
方
向
を
模
索
す

る
道
を
拓
い
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
ネ
。
資
源
の
な

い
国
に
と
っ
て
は
人
材
の
育

成
が
何
よ
り
で
す
。
技
術
や

教
育
の
現
場
で
地
盤
沈
下
が

進
行
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、

三
代
か
け
て
の
教
育
と
い
う

の
で
し
ょ
う
か
、
自
分
自
身

も
社
会
経
験
を
生
か
し
て
、

地
域
の
子
供
た
ち
の
教
育
に

貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い

ま
す
。
 

村
瀬
‥
私
も
教
養
を
重
視
す
る
皆

さ
ん
の
意
見
と
同
じ
で
、
学

ぶ
人
間
に
と
っ
て
、
初
め
か

ら
専
門
を
強
調
し
過
ぎ
る
こ
と
、

あ
る
い
は
専
門
が
す
べ
て
で

あ
る
か
の
よ
う
な
風
潮
に
は

問
題
を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
大
学
で
も
、
教
育

を
受
け
る
側
の
身
に
な
っ
て

の
教
育
の
在
り
方
を
考
え
て

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ネ
。
 

竹
川
‥
今
回
の
公
開
講
座
で
は
二

十
代
か
ら
八
十
代
ま
で
の
受

講
生
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、

相
対
的
に
若
い
世
代
の
参
加

者
が
少
な
い
こ
と
を
残
念
に

思
い
ま
し
た
。
地
元
の
人
々

と
と
も
に
学
生
が
学
ぶ
機
会

と
な
る
よ
う
な
公
開
講
座
も
、

こ
れ
か
ら
は
あ
っ
て
よ
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

林
‥
お
疲
れ
の
と
こ
ろ
、
有

意
義
な
ご
意
見
の
数
々

を
お
聴
か
せ
い
た
だ
き
、

本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
大

学
の
使
命
や
役
割
の

う
ち
、
地
域
社
会
と

の
交
流
・
連
携
と
い

う
観
点
か
ら
、
公
開

講
座
が
地
元
の
方
々

と
の
対
話
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機

会
と
し
て
重
要
な
意

味
を
も
つ
と
と
も
に
、

研
究
・
教
育
の
発
展

の
う
え
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
可
能
性
を
孕
ん

で
い
る
こ
と
を
、
改

め
て
痛
感
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
他
の
受
講

生
の
皆
さ
ん
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
励
ま
し
の
お
言
葉
や
具

体
的
な
ご
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
ま
た
来
年

度
に
向
け
て
、
構
成
員
一
同

で
魅
力
的
な
講
座
を
企
画
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本

日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
 

左から大野氏、村瀬氏、桑原氏、林教授、奥田氏、竹川氏 

は
ら
 

ひ
ら
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▲クマ冬眠穴調査 

ニ
ホ
ン
ザ
ル 

▲
 

　本年度の文部科学省21世紀COEプログラム（学際、複合、
新領域）に申請した「野生動物の生態と病態からみた環
境評価」が採択されました。本事業では、自然生態系を代
表する野生動物に焦点を当て、彼らの生態や病態を明ら
かにしながら、その背景にある自然環境の評価を行うこと
が大きな目標です。とくに従来の獣医学の中ではあまり扱
われることのなかった野生動物に対し、近年新しく台頭し
てきた野生動物医学という学問を通じてこのようなテーマ
に取り組もうという点が、他とは違うユニークで特色のある
事業と評価されたようです。 
　21世紀は環境の時代と言われていますが、回りを見れ
ば生物多様性の喪失や環境汚染物質の蔓延、さらには
地球温暖化、酸性雨、森林破壊、移入種問題など、自然
環境の悪化が目につくばかりです。現代に生きるわれわれ

には、豊かで健康な
自然環境を次世代
に残していく責務が
あります。その自然
の豊かさや健康度を
測るバロメーターに
なってくれるのが、野
生動物だと思います。
すなわち、彼らが自
然本来の姿で健康に生活していることが、われわれ人間
の豊かな生活につながるものと思います。 
　本COEプログラムは、自然環境の健康を野生動物の生
態と病態という切り口で見つめようというものです。野生動
物の中には極端に数を減らし、絶滅に瀕している種がいます。
その原因として人間の開発行為や人間が作り出した化学
物質による影響が言われています。一方では、人間の活
動に伴って新たな感染環が成立し、これまでにみられなか
った感染症が野生動物や家畜、場合によっては人間に伝
播することがあります。これらは、いずれも自然本来の姿か
ら逸脱したもので、人間の手によって引き起こされた害は
人間の英知によって解決される必要があります。 
　今回のCOEプログラムの採択を契機に、岐阜大学では
野生動物医学の拠点形成をめざし、世界レベルでの研究
の活性化、大学院レベルでの専門家の養成、また地域的
なつながりやグローバルな連携を維持して社会問題に対
処していきたいと思います。 

21世紀COEプログラム 
 
世界的研究教育拠点の形成のための重点的支援のこと。
第三者評価に基づく競争原理により、世界的な研究
教育拠点の形成を重点的に支援し、国際競争力のあ
る世界最高水準の大学づくりを推進するために、文
部科学省が平成14年度から実施したもの。 

詳細は　http://www.mext.go.jp/a_menu/ 
　　　  koutou/coe/index.htm
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特別寄稿 

農学部獣医学科　教授   坪田  敏男（COEプロジェクト・サブリーダー） 



”岐
阜
大
学
管
弦
楽
団
 の
 

 
 
 
 
 
 
 
友
人
た
ち
 

この国では今や瀕死の状態にあるクラッシック音楽。 

しかし、その響きを自らの手で作り出したいという若者たちがまだここにもいます。 

“岐阜大学管弦楽団”の友人たちです。 
 
 
私は彼らと三度の演奏会を共有しました。 
 
初めて会った彼らはたいへん幼く思えました。もちろん音楽を捕え、演奏し、聴き手に提
供するという面においてでの話ですが…。 
一人一人は、なかなかの音楽おたくであり、なかには驚くほどの名手もいました。 
だが、オーケストラがなおかつ一つの共同体であることは言うまでもありません。 
 
音楽的に同じ言葉を同じ文法のもとで話すことが必要とされるわけですし、またその表
現には個人的にも団体としてもかなりのテクニックが要求されることになります。 
 
しかし、学生たちは黙 と々その壁に挑戦し成長していきます。そして四年間（彼らにとっ
てはあまりにも短い時間と言えます）の努力は新しい世代に受け継がれ、彼らのオーケ
ストラの小さな歴史となっていくのです。 
 
このささやかな歴史のいぶきを聴きに、皆様も一度お出かけになりませんか。 

岐阜大学管弦楽団の活動 
演奏会は年に2回（7月にサマーコンサート、11月又は12月に定期演奏会） 

その他に、岐阜大学入学式・卒業式に出演、他大学等との合同演奏会、新入生歓迎演奏会 

指揮法を斎藤秀雄、山田一雄、手塚幸紀の
各氏に師事する。 
1977年、広島交響楽団を指揮、以後、国内
主要オーケストラを次々に指揮し、いずれ
も好評を博す。 
1979年、アメリカのタングルウッド音楽
祭において小澤征爾、L.バーンスタイン両
氏の指導を受ける。 
帰国後は二期会等のオペラ公演で、W.サヴ
ァリッシュ、Z.コシュラー、朝比奈隆、小澤
征爾、若杉弘　各氏等のもと副指揮、合唱
指揮を務め、その手腕を高く評価された。 
1881年、関西二期会でブリテン「ねじの回転」
を関西初演してオペラ・デビュー。 
現在までに「魔笛」「セヴィリアの理髪師」「魔
弾の射手」「蝶々夫人」などを指揮して着々
とオペラ界でも地歩を固め、ますます充実
した意欲的な活動をみせている。 
1987年、名古屋フィルハーモニー交響楽
団の指揮者を経て、1990年からは大阪セ
ンチュリー交響楽団の指揮者を歴任、同オ
ーケストラの創設に立ち会った。 

〈〈〈 岡田 司氏 
 

客
演
指
揮
者
　
岡
田
　
司
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岐大のいぶきについてのご意見・ご要望をお待ちしています。 

岐阜大学総務部総務課広報室 
〒501-1193　岐阜市柳戸1番1 
TEL 058－230－1111（代表）、058－293－2009（D.I.）　FAX 058－293－2021 
E-mail kohositu@cc.gifu-u.ac.jp

編集後記 

岐大のいぶき編集委員会 

委員長　　安田孝志（工学部） 
委　員　　星　博昭（医学部） 
　　　　　松田好美（医療技術短期大学部） 
　　　　　天谷孝夫（連合農学研究科） 

岐阜大学 

平成15年度岐阜大学公開講座  
岐阜大学で平成15年度に予定されている公開講座について紹介します。 
担当部局へお気軽にお問い合わせください。 

表　　　　　紙：代表的なカーボンマイクロコイルを画像処理したもの。 
広報誌名の由来：「いぶき」は、滋賀・岐阜県境にある伊吹山と活動をもよおす気分・生気・活気を意味する息吹をかけており、岐阜大学の「いぶき」を感じてほしいという願いが込められています。 

　第4号から岐大のいぶきにかかわっていますが、編集のたびに大学
とはまさに知の宝庫を実感させる多様な個性に感動しています。そ
れを少しでも多くの人に伝えられるよう編集に努めていますがいか
がでしょうか？　御意見等をお寄せいただくようお願いいたします。

今号では、視点を広げて「話題の研究」のページに「話題の活動」を
含めるとともに、キャンパスマップシリーズの終了に伴い、「特別寄稿」
と「大学への想い」のページを新たに設け、学内発信のホットな話題
と学外からの視点を提供していただくようにしました。（安田孝志） 

免許法認定公開講座  
国語科教育特論Ⅰ 

免許法認定公開講座  
図画工作・美術科実践研究 

免許法認定公開講座  
保健体育科教育特論 

免許法認定公開講座  
数学科教育特論Ⅱ 

免許法認定公開講座  
社会科教育特論 

免許法認定公開講座＊  
学校カウンセリング特論 

免許法認定公開講座  
食物学教育研究 

免許法認定公開講座  
実践音楽教育特論 

免許法認定公開講座  
異文化理解国際教育特論 

現職教員 
（3年以上の教職歴がある方） 

小・中学生 

市民一般 

市民一般 
9月20日（土）、27日（土） 
10月4日（土）、11日（土） 

7月19日（土）、8月30日（土） 

11月29日（土）、30日（日） 
12月6日（土）、7日（日） 

10月18日（土）～11月30日（日） 

10月4日（土）～26日（日） 

8月19日（火）～29日（金） 

8月18日（月）～28日（木） 

8月10日（日）～20日（水） 

7月28日（月）～8月7日（木） 
教育学部 

058-293-2203

地域科学部 
058-293-3003

工学部 
058-293-2365

農学部  
058-293-2834

総合情報メディアセンター  
生涯学習システム開発研究部門 
058-293-2284

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

10,200円 

5,200円 

7,200円 

6,200円 

5,200円 

6,200円 

5,200円 

6,200円 

7月24日（木）～8月30日（土） 

6月7日（土）～22日（日） 

6月7日（土）～22日（日） 

6月7日（土）～22日（日） 

6月21日（土）～7月6日（日） 

6月21日（土）～7月13日（日） 

6月21日（土）～7月31日（木） 

6月28日（土）～8月8日（金） 

6月21日（土） 

8月23日（土） 

10月4日（土） 

7月26日（土） 

11月29日（土）、12月6日（土） 

市民一般 

市民一般 

市民一般・ 
国際協力関係者・学生 

 

市民一般 

免許法認定公開講座＊  
学校経営学特論 

免許法認定公開講座＊  
教育情報論 

免許法認定公開講座＊  
教材開発論 

免許法認定公開講座  
発達障害児指導法研究 

免許法認定公開講座  
教材開発特論 

免許法認定公開講座  
理科教育特論 

火星大接近：望遠鏡を作って観察 

近代日本の人物像Ⅱ 

先端技術を観る、創る  
－電気電子工学科－ 

ネットで学ぶ 
－eラーニングの現状と課題－ 

熱帯に生きる人々の農業と自然　  
－失われるものと創出されるものの間で－ 

初めてのPC-UNIX

ADHD（注意欠陥・多動性障害）の 
子どもを考える 
＊印の講座は、通信ネットワークシステムを用いて本学会場と遠隔会場を結び、同時授業を行います。 

（　　　　　　　　　　　　　　） 

講　座　名 受講対象者 開　設　日 受講料 担当部局電話番号 
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